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おり、2014 年の授業より 2016 年度（前期）までの約 3 年分のアンケート実施結果を報告
する。アンケートデータを踏まえ、最後はまとめである。
2.　情報教育授業における本科目の位置づけ






情報教育の土台となるのが、コンピュータ基礎 1 ／コンピュータ基礎 2 である。
情報モラル、Word、Excel、PowerPoint の 4 つをコンピュータ教育の導入として学習す
るのがコンピュータ基礎 1 である。最低限習得すべき知識や基本操作を学習する科目であ
り、1 学年時の必修科目である。コンピュータ基礎 2 は選択科目であるが、Word、Excel、
PowerPoint の 3 つにおいて、MOS 1）合格レベルすなわち実務で活用できるレベルでの操




本科目は情報表現系の 1 科目である。内容としてはコンピュータ基礎 1 ／コンピュータ









の操作スキルや知識を身につけることは、コンピュータ基礎 1 ／コンピュータ基礎 2 の範
疇である。いわゆる定型文書を作成するスキルは大前提となるので、必修科目のコンピュー































て据えている。この 2 種類の文書を作成するには、Word のさまざまな機能に熟知していな






































図 1　表現力のある文書 1 図 2　表現力のある文書 2
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図 8　学生作品① 図 9　学生作品②
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武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.7（2017.3）
9.　授業アンケート結果と分析
授業後に独自アンケートを実施し、授業内容の満足度を詳細に渡って調査している。













アンケート回答数は、2014 年度 87.8％、2015 年度 89.2％、2016 年度 88.9％であり、毎
年高い回答率を得ている。2014 年度 −2016 年度までの 3 年間において、上記項目の評価平
均は次のグラフに示すとおりである。
グラフ 1　授業内容満足度
各年度の 6 項目の平均値は、2014 年度 4.40、2015 年度 4.50、2016 年度 4.54 であった。
どの年度においても、「1.Word の基本機能、操作、練習問題演習について」がもっとも満







ちらにせよ 2014 年度 4.50、2015 年度 4.61、2016 年度 4.68 という数値となり、どの年度
も 4.5 以上の高い満足度を得られた。








2014 年度 62.8％ 130 回
2015 年度 54.3％ 94 回
2016 年度 56.3％ 94 回
「良かった」と入力した履修者の割合 「良かった」と入力された回数
2014 年度 63.6％ 235 回
2015 年度 61.2％ 188 回















1 ）　Microso Oce Specialist（マイクロソフトオフィススペシャリスト）…マイクロソフト社の
Oce 製品である「Word」「Excel」「PowerPoint」「Access」「Outlook」の利用能力を測る一
般パソコンユーザー向けの資格試験。
2 ）　代表的な色相（虹色の順番「赤→橙→黄→緑→青→藍→紫」に赤紫を加えたもの）をリング状
に並べた色相環において、その向かい合った位置にある色が互いに補色となり、お互いの色を目
立たせる効果がある。
